
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 
 

学 校 名 大垣市立南中学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月６日(木)～１１月１２日(水) 

実 施 概 要 

①文化の集い（オーケストラ鑑賞・合同演奏、合唱コンクール） 11/6(木) 

②地区センターまつり参加（合唱披露・行事写真パネル展示） 11/9(日) 

③三校あいさつ運動 11/12(水) 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ■文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 ■成果発表 ■交流活動 □講演会等 
 
  ■地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 １７０ 人 
計 １８０ 人 

地域関係者 １０ 人 

実 施 状 況 

① オーケストラを招聘して、オーケストラの演奏を鑑賞するとともに、
ふるさとと生きる喜びを感じるために創られた混声合唱組曲「水の翼」
を、学年毎に一曲ずつオーケストラの伴奏で合唱発表した。午後は学級
毎の合唱を発表して、合唱コンクールを実施した。 

② 南地区センターまつりで合唱部が部活動の成果を地域の方々に発表し
た。２日間の行事期間中、各学級で制作した行事写真パネルを展示し、生
徒の活動の様子を紹介した。 

③ 本校と隣接する南小学校、東高等学校の児童・生徒の代表が、合同で
それぞれの学校へ出向き、あいさつ運動を行った。 

成果及び課題 

① 平成９年度に、本校の学校創立５０周年を記念して創られた混声合唱
組曲「水の翼」は、代々歌い継がれてきているので、学年の合唱として
位置付いている。歌詞に込められたふるさとの自然と人としての生き方
を理解しながら合唱に取り組むことができた。保護者の方の関心も高く、
平日にもかかわらず多くの方が来校され、生徒の合唱に感動していただ
けた。 

② 合唱部員は「地域の方に喜んでいただきたい」という思いをもち、夏
の県のコンクール以降も高い意識をもって練習に打ち込むことができ
た。展示については、昨年より学校行事の写真パネルに変更したが、宿
泊研修（乗鞍研修、修学旅行）や体育大会等、生徒の活動の様子を地域
の方に知ってもらうことができ、好評であった。 

③ 地域の小中高が一つになってあいさつ運動が行える良さをリーダーが
感じることができ、自校での日常のあいさつ運動をいっそう充実したも
のにしようとする意欲を高めることができた。 

   

「岐阜県ふるさと教育週間」という意識が高まるよう、継続して取り組
むことで、ふるさとへの誇りと愛着を育んでいきたい。 

 
  


